
平成１７年５月１３日 
平成１７年３月期 決算の概要について 

                      シ ロ キ 工 業 株 式 会 社      

（輸送用機器 東証、名証第１部上場） 
                      （＊百万円未満以下切り捨てております） 
 
１、連結決算について                              
●３月３１日現在の当社の連結子会社は国内６社、海外７社の計１３社で、他に

持分法適用の関連会社が３社であります。前期比で変更はありません。 
（海外７社の内、昆山白木汽車零部件有限公司は昨年１１月に、ビナシロキ有限

会社は本年５月に解散を決議いたしております。） 
 
■連結（上段当期、下段前期） 
 
① 売上高：  
１１７２億６千万円  
１１４０億４千２百万円  
（前期比２．８増％）  
② 営業利益：  
３０億３千７百万円  
４５億６千万円  

 （前期比３３．４％減）  
③ 経常利益：  
３３億４千４百万円  
４０億７千５百万円  

  （前期比１７．９％減）  
④ 当期純利益：  

９億円  
１６億７千３百万円  
（前期比４６．２％減）  

 
●１株当たり当期純利益  

９円３９銭  
１８円１０銭  

       
●海外売上高比率  

２１．７％  
２０．２％  

     
●設備投資  
６４億２千３百万円  
５８億９千４百万円  

 
●減価償却費  
５３億４千６百万円  
５４億７千５百万円  
 

 
 

 
売  上  
［過去最高の売上。堅調な国内に加え北米、  

アジアが貢献］  
●当期の売上高につきましては、前期比で２．８％増

の１１７２億６千万円で、３２億１千８百万円の増収

となり、３年連続で過去最高を更新いたしました。こ

れは、得意先自動車メーカーの輸出向けの生産増加な

どによって国内売上が前期比１．２％増と堅調に推移

し、これに加え海外も海外現地生産拡大によって北米

は前期比６．５％増、アジアも前期比８２．８％増と

好調に売上を伸ばしたためで、当社が、世界４極市場

対応を視野にグローバル生産・供給体制の構築と受注

の拡大に取り組み、同時に、国内における生産体制の

整備・強化に取り組んだ効果であります。 
国内売上  
●国内につきましては、主力のシロキ工業が前期比で

２．１％増の９１５億７千３百万円で１８億８千２百

万円の増収となりました。これは、国内新車販売が低

迷したものの、主要得意先自動車メーカーの輸出が好

調に推移し、輸出向け生産が増加したことや、軽自動

車販売の堅調な推移、そして期後半からの新型受注車

種の拡販効果などによるものであります。 
●得意先別では、主力のトヨタグループ向けの売上が

売れ筋車種の変化などの影響により前期比３．２％減

となりましたが、日産自動車（株）が前期比４６．１％

増となり、新製品の導入効果などによって好調に売上 
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●得意先について（連結） 
（上段当期、下段前期） 

・トヨタＧ    （６６．７％） 
７８１億５千７百万円 
７８９億１千８百万円 

        （１．０％減） 
・売上高上位３社 
①トヨタ自動車 （４０．９％） 
４７９億６千２百万円 
５２０億３百万円 

        （７．８％減） 
②トヨタ紡織  （１３．１％）

１５４億１百万円 
１１３億６千６百万円 
（３５．５％増） 

③スズキ     （９．６％）

１１２億１千７百万円 
１１１億２千７百万円 

       （０．８％増） 
④日産自動自動車 （６．０％）

７０億５千３百万円 
４８億２千７百万円 

       （４６．１％増） 
 

＊ 社名横の（）内は 
         売上構成比率

 
 
●主要製品について（連結） 
（上段当期、下段前期） 

①シートリクライナ・ 
シートアジャスタ（３５．０％） 
４１０億１百万円 
４０５億５千３百万円 

        （１．１％増） 
②ウインドレギュレータ 

（２８．０％） 
３２８億３千９百万円 
３２５億９百万円 

        （１．０％増） 
 ③ドアサッシ（１８．０％） 
２１１億３百万円 
１９８億３千２百万円 
     （６．４％増） 
 
 

＊ 製品名横の（）内は 
         売上構成比率

 

 

 

 

を伸ばすことができました。一方で、三菱自動車工業

（株）が前期比３１．２％減と大幅な減収となりまし

た。 
海外売上  
●北米につきましては、北米生産拠点のＳＷマニュフ

ァクチャリング（米国・テネシー州）が、前期比で６．

６％増の２３４億５百万円で、１４億４千９百万円の

増収となり、過去最高の売上となりました。これは米

国現地のトヨタ自動車（株）向けが好調に推移したこ

とによるもので、特にセカンドシート、サードシート、

ウインドレギュレータなど当社製品の装着率の高い

「シエナ」の台数増が大きく貢献いたしました。 
●アジアにつきましては、シロキタイランド（タイ・

アマタナコン市）が前期比１０３．８％増の１３億３

千５百万円で６億８千万円の増収となり、設立３年目

で単年度黒字化をはたしました。これは、昨年９月よ

り現地トヨタ自動車（株）の国際戦略車「ＩＭＶ」の

生産開始に伴い生産を拡大したことにより、大幅に売

上を伸張したものであります。 
 

 
利  益  
［グローバル化とブランド力強化の先行費用増と 

構造改革費用増などで減益］ 
利益につきましては、グループをあげて生産性向上や徹底

した総原価低減に取り組んでまいりましたが、営業利益は

前期比３３．４％減の３０億３千７百万円で１５億２千２

百万円の減益となり、また経常利益は前期比１７．９％減

の３３億４千４百万円で７億３千万円の減益、当期純利益

は４６．２％減の９億円で７億７千３百万円の減益となり

ました。 
●主な増減益要因といたしましては、売上増加による増益

効果や総原価低減活動による合理化効果で、価格競争や仕

事量増加に係わるコストを吸収いたしましたが、原材料価

格高騰による影響１１億２千２百万円のほか、特に中国生

産拠点（広州白木汽車零部件）の立ち上げ費用１億７千８

百万円や新製品開発に伴う費用増５億円などのグローバル

化とブランド力強化を進める先行費用もあり、 
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 営業利益段階で１５億２千２百万円の減益となりました。最

終損益段階では、生産拠点見直しで工場閉鎖をした宇和島シ

ロキの退職金４億７千６百万円や財務体質改善に向けた老

朽化固定資産の除却５億７百万円などの構造改革費用も特

別損失として計上いたしましたので、当期純利益は９億円で

７億７千３百万円の減益となりました。 
 
２、１７年３月期の主な取り組み実績          
 

［更なる成長を目指す基盤構築の年、 

積極的に構造改革と先行投資］ 

●当期は、特に将来の更なる成長を目指す基盤構築の年とし

て、積極的に構造改革と先行投資に取り組み、生産体制の効

率化・製品のグローバル供給体制構築のほか、高品質・高機

能・低コストの「世界Ｎｏ．１製品づくり」によるブランド

向上に努め、国際競争力強化に努めました。実施した主な取

り組みは次の通りであります。 

 
■グローバル展開の加速 
① 広州白木汽車零部件有限公司（中国）竣工 

（本年３月） 
・アジアでの生産・供給体制を強化し、世界４市場対応 
  を加速 
②シロキタイランド（タイ国）の生産拡大（昨年９月） 
・トヨタ自動車（株）「ＩＭＶ」生産開始に対応 
・ＡＳＥＡＮ地区での生産・供給体制を強化 
③北米に第３の生産拠点構築の検討開始 
・日系自動車メーカーの生産拡大に対応 
④部品の世界供給体制強化 
・「ＩＭＶ」の世界生産に対応しブローゼ社（独国）に 
部品供給開始（アルゼンチン、南アフリカ生産向け） 

 
■グループ事業の改革 
①宇和島シロキの工場閉鎖       （昨年８月） 
・生産体制の効率化と強化 
■新製品開発の強化 

製品の高付加価値化と競争力強化 

①「アルミドアサッシ」    （昨年９月生産開始） 
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・アルミ素材を使用し、従来品に対し３０％軽量化 
②｢８ウエイパワーシート｣   （昨年９月生産開始） 

 
 

■１８年３月期予想 

連結（上段予想、下段前期実績）

①売上高 

１１８０億円 

１１７２億６千万円 

（前期比０．６％増） 

②営業利益 

２２億円 

３０億３千７百万円 

（前期比２７．６％減） 

③経常利益 

２０億円 

３３億４千４百万円 

（前期比４０．２％減） 

④当期純利益 

６億円 

９億円 

（前期比３３．３％減） 

 

●１株当たり  
予想当期純利益  
６円０１銭  

 

●設備投資  
７８億９百万円 

 
●減価償却費  
６０億２千１百万円 

 

・パワー式とマニュアル式の部品共通化を図った 

低コスト軽量パワーシート 

 

③「後方格納シート」      （昨年９月生産開始） 

・床下に格納できる小型・軽量・低コスト化を図ったサ 

ードシート 

 
３、平成１８年３月期連結業績予想について       
 
●今期は、経営の効率化と企業体質の更なる強化とともに、

世界四極市場への対応を万全なものとすべく、グローバル

供給体制の加速、およびそれを支えるバックアップ体制の

確立、そしてグローバルコスト競争力の構築とブランド力

の定着に取り組み、総力をあげて世界競争に勝ち残りをは

かってまいります。 
 
売  上 
［海外は堅調、国内は横ばいを予想］ 
●今期の連結の業績予想につきましては、売上高は通期で 
前期比０．６％増の１１８０億円で７億４千万円の増収を

予想しております。北米とアジアで増収となるものの、国

内はほぼ横ばいと予想しております。 
国内売上 
●国内市場は原油価格高騰によるガソリン値上げなどの影

響や消費者の先行き不安などで、本格的な回復には至らな

いものと予想されます。国内生産も伸張は難しいものと思

われるため、主力のシロキ工業の通期売上高は前期比０．

７％減の９０９億円、６億７千３百万円の減収を予想して

おります。 
海外売上 
●北米では、現地トヨタ自動車（株）向けの売上が引き続

き堅調に推移し、SWマニュファクチャリンブの売上高は前
期比３．１％増の過去最高の２４１億２千９百万円、７億

２千４百万円の増収を予想しております。 
●アジアでは、シロキタイランドが現地トヨタ自動車（株）

の世界戦略車「ＩＭＶ」向けのウインドレギュレータの生 
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産が引き続き好調に推移すると予想されることから前期比 
５２．２％増の２０億３千２百万円で、６億９千７百万円の

増収を予想しております。また、本年４月より操業を開始し

た中国の広州白木汽車零部件は東風汽車向けにドアサッシ、

モールデイングなどを生産し、４億５千万円の売上を予想し

ております。 
 
［世界４極市場対応を万全なものとする年。先行投資や 

構造改革費用増などで減益を予想］ 
利  益 
●今期はいよいよグローバル化が本格化する時期となり、

このグローバル化の進展や規模拡大が確実に収益に貢献す

るよう一層基盤整備に力を入れてまいります。 
国内につきましては、５２車種、部品点数５７４点といっ

た、かつてない規模での新規製品の立ち上げを予定しており

ます。これに係わる立ち上げ費用増加や設備投資の増加負担

４億３千２百万円が出てまいります。北米におきましては、

日系自動車メーカーの生産拡大に対応する第３工場建設に

ついても現在検討を進めております。アジアでは、シロキタ

イランド（タイ）が引き続き大幅な売上増加が期待でき、利

益基盤もしっかりしてまいりますが、広州白木汽車零部件

（中国）は操業初年度でもあり費用が先行いたします。この

ようなグローバル化の進展に伴う費用発生のほか、世界規模

での鋼材価格の値上がりの影響１４億円や、北米での健康・

労災保険料を中心とした労務費の増加も懸念されます。また、

構造改革の最終年度として、ビナシロキ（ベトナム）、昆山

白木汽車零部件（中国）の清算に伴う子会社整理損や減損会

計導入による影響を特別損失として見込んでおります。 
このようなことから、通期の営業利益につきましては、前

期比２７．６％減の２２億円で８億３千７百万円の減益、通

期の経常利益は前期比４０．２％減の２０億円で１３億４千

４百万円の減益、また通期の当期純利益は前期比３３．３％

減の６億円で３億円の減益を予想しております。 
 
４、１８年３月期の主な取り組みについて         

 
 

 
■グローバル展開の加速 
①広州白木汽車零部件（中国）の操業開始（本年４月） 
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・東風汽車向けにドアサッシとモールデイングを生産。 
・０６年半ばより広州トヨタ自動車向けにドアサッシと 
モールデイング、ウインドレギュレータの生産を予定 
② 広州白木汽車零部件にプレス棟併設 

（本年９月予定） 
・プレス部品生産によりドアサッシとウインドレギ 
 ュレータを現地一貫生産 

 
③北米第３工場建設検討 
・日系自動車メーカーの生産拡大に対応 
④シロキタイランド（タイ）でドアサッシの 
生産立ち上げを予定         （０６年） 

 
■新製品開発  
①ブローゼ社（独国）との協業強化 
・新タイプウインドレギュレータの開発・生産立ち上げ 
                       準備 
■国内事業の強化 
①九州シロキに第２工場併設（来春予定） 
・得意先の生産拡大に対応 
 
■グループ事業の改革 
①昆山白木汽車零部件（中国）の清算 （本年５月予定） 
・広州白木汽車零部件に経営資源を集中させ、中国事業 
 の効率化と競争力強化 
②ビナシロキ(ベトナム)清算     (本年８月予定) 
・グループ経営の効率化推進 

 
５、個別決算について               
             
売  上  
［得意先の輸出向け生産堅調で売上２．１％増収］       

■個別（上段当期、下段前期） 
① 売上高：  
９１５億７千３百万円 
８９６億９千１百万円  
（前期比２．１％増） 

② 営業利益： 
２７億１千８百万円 
３５億９千万円 
（前期比２４．３％減） 
＊ 

③ 経常利益： 
３０億５千４百万円 
３７億９千５百万円 

  （前期比１９．５％減） 
④ 特別利益： 

１千２百万円 
１億９千８百万円 

⑤ 特別損失： 
１３億９千７百万円 
１７億３千２百万円 
・固定資産除却損 
（４億９千３百万円） 
・退職給付費用 
（６億５千８百万円）  
（＊会計基準移行時差異 
５年均等費用処理分） 

⑥ 当期純利益： 
１０億２千６百万円 
１２億１千４百万円 
（前期比１５．５％減） 

               

●１株当たり当期純利益  
１０円９７銭  
１３円０８銭 

        
●得意先について（個別） 
（上段当期、下段前期） 

・トヨタＧ  （６０．９％） 
５５７億８千９百万円 
５７６億６百万円 

        （３．２％減） 
・売上高上位３社 
①トヨタ自動車（３２．７％） 
２９９億７千５百万円 
３２１億５千万円 

        （６．８％減） 
②スズキ   （１２．２％）

１１２億１千７百万円 
１１１億２千７百万円 

       （０．８％増） 
③トヨタ紡織（１２．０％）  
１１０億２千万円 
１０３億６千９百万円 
（６．３％増） 

④日産自動車  （７．７％）

７０億５千２百万円 
４８億２千７百万円 
（４６．１％増） 

 
＊ 社名横の（）内は 
        売上構成比率 

 

●シロキ工業単独につきましては、売上高は前期比２．

１％増の９１５億７千３百万円で１８億８千２百万円

の増収となりました。新型車種の拡販効果とともに、

主要得意先自動車メーカーの輸出向け生産と軽自動車

販売が堅調に推移したことによるものであります。 
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利  益  
［中国生産拠点立ち上げ、新製品開発費用増、  

原材料高騰などで減益］  
●利益につきましては、売上増加による増益効果のほ

かに、徹底した収支改善活動などによる合理化効果な

どにより、価格競争や仕事量増加に係わるコストを吸

収いたしましたが、鋼材価格値上がりの影響のほか、

中国生産拠点立ち上げや新製品開発に伴う先行費用も

あり、営業利益は前期比２４．３％減の２７億１千８

百万円で８億７千１百万円の減益、経常利益では１９．

５％減の３０億５千４百万円で７億４千１百万円の減

益となりました。最終損益につきましては、退職給付費用

や固定資産除却損などを計上した結果、当期純利益は前期

比１５．５％減の１０億２千６百万円で１億８千８百万円

の減益となりました。 
 
６、平成１８年３月期個別業績予想について               

●主要製品について（個別） 
（上段当期、下段前期） 

①シートリクライナ・ 
シートアジャスタ（３４．８％） 
３１８億７千４百万円 
３１６億８千９百万円 

        （０．６％増） 
②ウインドレギュレータ 

（２４．７％） 
２２６億２千１百万円 
２３７億３千４百万円 

        （４．７％減） 
 ③ドアサッシ（２２．０％） 
２０１億１千１百万円 
１８７億５千１百万円 
     （７．２％増） 
 

＊ 製品名横の（）内は 
        売上構成比率 
 

●設備投資 

４６億８千１百万円 

４１億７千３百万円 

 

●減価償却費 
４５億９千万円 
４５億７千８百万円 

 

■１８年３月期予想 

単独（上段予想、下段前期実績）

①売上高 

９０９億円 

９１５億７千３百万円 

（前期比０．７％減） 

②営業利益 

１７億円 

２７億１千８百万円 

（前期比３７．５％減） 

③経常利益 

２２億円 

３０億５千４百万円 

（前期比２８．０％減） 

④当期純利益 

１０億円 

１０億２千６百万円 

（前期比２．５％減） 
 

●１株当たり  
予想当期純利  益
１０円６７銭  

●設備投資 

５３億５千７百万円 
●減価償却費 
５１億５千７百万円 

 
［売上ほぼ横ばい、利益は原材料高騰などで減益を予想］ 
●通期の売上高は、前期比ほぼ横ばいの０．７％減の９０

９億円で６億７千３百万円の減収を予想しております。通

期の営業利益につきましては減収による限界利益の低下の

ほか、償却負担増や原材料高騰による材料比率の上昇など

により前期比３７．５％減の１７億円で１０億１千８百万

円の減益、通期の経常利益につきましても前期比２８．０％

減の２２億円で８億５千４百万円の減益を予想しておりま

す。当期純利益は前期比２．５％減の１０億円で２千６百

万円の減益を予想しております。 
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●この件のお問い合わせは： 
シロキ工業株式会社 （０５３３）８４－４６９１ 

参与経理部長   大石  
総務部広報担当  眞野 まで 
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